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三田社会学第 17 号（2012） 

 
西山志保「書評：吉原直樹著『コミュニティ・スタディーズ』」 
三田社会学第 17 号（2012 年 7 月）124-127 頁 

書 評 ： 吉 原 直 樹 著  

『 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス タ デ ィ ー ズ 』 作 品 社 、 2 0 11 年  

西山 志保 

 
新自由主義を背景として過度の個人化が進展し、無縁化が進む現代社会において、生活の共

同から立ち上がる「コミュニティ」というとらえどころのない概念を、今、改めて問い直す本

書の意義は大変大きい。これまでにも社会学を初め、コミュニティに関して膨大な研究が蓄積

されてきたが、本書で想定されているコミュニティとは、決して伝統回帰的な閉鎖的な共同体

でも、公的なものに丸ごと抱合されるものではない。「近代日本においてコミュニティとして語

られてきたものはその実態的基盤を喪っており」（p.353）という認識をもとに、本書では

「生きられる
・ ・ ・ ・ ・

共同性」をキーワードにして、「公的なもの（＝公助）、私的なもの（＝自助）、そ

して共的なもの（＝共助）に起きている質的な変化を見据えたうえで、生活の共同から立ち上

がるコミュニティを想到する必要がある」（p.2）という問題意識が貫かれている。まさに「ポ

スト成長社会」におけるコミュニティのかたちを、「グローバル化」「モビリティ」との複雑な

関わり合いから探究しているのが本書の特徴だといえる。その意味で、コミュニティ論のパラ

ダイム刷新を試み、新たなコミュニティの社会設計を図る本書は、グローバル化とともに多く

の問題が噴出している現代社会において大きな意味をもっているのである。 
筆者の立場は、コミュニティを帰属ととらえ「場所と関係する帰属」の必要性を強調するコ

ミュニタリアンとも、コミュニティの結束の弱体化を背景に社会的ネットワークや社会関係資

本の蓄積に思いをめぐらせるリバタリアンの主張とも異なり、多元的市民社会の基盤となる「弱

い普遍主義と弱い文脈依存性」の共存状態としてとらえている（p.19）。コミュニティに関する

議論が前述 2 つの立場に収斂されることが多い中で、テーマを「共同性と公共性」、「ガバメン

トとガバナンス」という 2 つのテーマにしぼり、「生の複数性」をメルクマールとする「相互性」

に根ざした公共性と、また地域を構成する多様なアクターの「節合（articulation）」に基づく「ガ

バナンス」を前提としながら、外に開かれ中間領域的性格をもつ新たなコミュニティを実践的

次元かつ思想的次元で設計することを目指している。しかもグローバリゼーション・スタディ

ーズと市民社会論を 2 本柱にすえて、「節合」や「創発性」からなる「非線形的思考」によって

貫かれたコミュニティ・スタディーズを展開している。 

こうしたコミュニティへの視点は、国家や市場とは異なる第 3 の存在である NPO やボラン

タリー・セクターが近年大きな注目を集めていること、そこでの共同性が「選べない」閉鎖的

地縁・血縁とも異なるつながりに基づいていることと極めて親和性をもっているといえる。 

本書の構成は以下の通りである 
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序章  コミュニティ・スタディーズのために 
第 1 章 コミュニティへの多元的問いかけ 
第 2 章 地縁と町内会の間 
第 3 章 「戦後社会」と町内会 
第 4 章 防災コミュニティの社会設計の条件 
第 5 章 開かれた都市空間と安全安心まちづくりの課題 
第 6 章 ソーシャル・キャピタルとしての地域通貨の可能性と課題 
第 7 章 まちづくりの論理と倫理 
第 8 章 グローバル化とコミュニティ 
第 9 章 ゲーテッドコミュニティ再考 
第 10 章 「ポスト開発」のグラスルーツ 
第 11 章 変容する移民コミュニティ 
終章 「ポスト成長」社会におけるコミュニティの社会設計のために 
 
本書は 2 部制になっており、第 1 部では「ゆらぐコミュニティ」の諸相を多面的にとらえ、

コミュニティを再審するための課題の抽出につとめている。まず第 1 章ではコミュニティが問

い直されている文脈を、①防犯・防災、②社会的排除と包摂、③中間集団的・ネットワーク論、

④自治・分権、から解き明かしていく。今日、コミュニティは上から鼓吹される傾向があるが、

「個人を凌駕する共同性の樹立」の危険性を指摘し、それを受容する共同体主義が社会のすみ

ずみにまで浸透していることを警告している。 
その事例の 1 つとして、第 2 章、3 章では、主に上からのガバメントの枠内にあり、互助の

伝統に底礎する「共同体主義」を基盤にしているといわれる地縁＝町内会を取り上げ、その歴

史性、イデオロギー化されていく過程を分析している。町内会を特徴づける「場の規範」＝位

相的むすびつきが、複雑性と節合を誘因とする「創発性」が立ち上がるための条件を織りなし

たが、実際には結びつかなかったこと、それは横の系列における規範意識・美的感受性が日本

人の底のない醇風美俗へと置き換えられ、縦系列における秩序保持に貢献することになったこ

とを明らかにしている（p.86）。 
さらに防災・防犯をテーマとして、「ゆらぐコミュニティ」の実態が浮かび上がる。防災コミ

ュニティの担い手としての町内会の役割が3.11の東日本大震災以降、非常に注目を集めている。

防災ガバナンスとは、制度そのものというよりは、「新たな制度の理念的基礎を提供するもの」

であり、そして防災に対して役割を担う行政、ボランティア、市民の協働のベースをなすもの

として基底的な位置を占める地域コミュニティ＝町内会がきわめて重要な役割を果たす。しか

し町内会は、ガバメントの機制に抱合されている状況を打破しない限り、様々なアクターがせ

めぎあう地域コミュニティの土台を築くことができないという問題を抱えている。まさに町内

会が抱えるジレンマである。 
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さらに筆者は日本の町内の特徴として、多様性を受け入れる原構造を有しながら、近代国民

国家の機制のもとで町内会へと制度化される中で、過度なまでの「安心安全な社会」を目指す

傾向が強まっていると警告する。そもそも日本の都市は、雑多で多様な人々が暮らす地域コミ

ュニティが非排除性と非同質性を包摂していた。しかし近代の都市計画における平滑化（フー

コー）、そして町内会への制度化がこうした状況を変化させ、排除性と同質性が著しく脈動する

「安心安全な社会」へと変化させていった。本書で取り上げられているアメリカの郊外やゲー

テッド・コミュニティなどがその典型であるが、その一方でこうした「相互監視と異端摘発の

コミュニティ」への批判に基づき、寛容性や多様性を包み込む開放的な都市が日本で存立可能

なのかが問われている。「開いて守る」安心安全まちづくりは、親しい近隣づきあいに担保され

てきた「生活の共同」、さらにはガバナンスという新たな結びつきを基盤とした「差異」や「他

者」を受け入れるコミュニティによって可能になる。そして「利便性が反転して利便性を否定

する」といった近代化がもたらしたジレンマは、ガバメント型の「都市計画」に対して市民協

働のガバナンスに基づく「まちづくり」にも見てとられる。 
続く第 2 部ではグローバリゼーション・スタディーズの成果を生かしながら、比較社会論的

視座に立ち、「コミュニティの転回の動向」に光があてられている。グローバル化の中で人・モ

ノ・カネ等の移動が頻繁に起き、国民国家の「境界」の揺らぎが起き、またそこから再埋め込

みという事態が同時に発生している事態を、筆者が長年たずさわってきたフィールドの現場か

ら浮かび上がらせている。 
そしてグローバル化に伴走しつつも、市場の影響から遮断された小さな世界に閉じこもるの

ではない、もう一つのコミュニティという第 3 の場所にいたる視軸/思考回路を、「創発性」を

重要キーワードとして描き出す。「創発性」とは、ヒト・モノ・コトの複合的なつながりから生

じる「一方で開放性を、他方で異質性を」兼ね備えた動的な関係を通底するものであり、環境

を媒介とした人と人との関係づけ(相互作用)の分析を通して浮き彫りにできる。「住むこと」を

立ち上がりの契機としながらも、一定領域内で完結する閉じた関係に収斂するのではなく、人

と人との「あいだ」、人と自然との「あいだ」の存在様式を再確認し、横の緩やかなリゾームと

して拡がっていく世界に根ざしている。 

こうした創発性に基づくコミュニティは、アメリカの郊外を始原とする高度に同一性と安全

性が求められる「ゲーテッド・コミュニティ」に見出すことは難しい。とはいえ公の否定をメ

ルクマールとする新自由主義の建造環境であるゲーテッド・コミュニティは、グローバルな社

会秩序の編成においても重要な役割を担っていることが 9 章で分析されている。10 章、11 章で

は、筆者の長年にわたる「ポスト開発」のバリ社会での調査に基づき、グローバルツーリズム

のインパクトにさらされている日常的媒介組織としてのバンジャールの現状、また移民コミュ

ニティの現状から、地域コミュニティの転相が分析される。「貧困の共有」という慣行が多元的

集団構成の中で変容しながらも継続し、そうした構造もグローバル化に伴い地域を超えるネッ

トワークを創出していることが指摘される。 
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本書で構想される「ポスト成長」社会におけるコミュニティは、「市場経済を超える領域」（広

井良典）となり、人々がセーフティネットを構築する際の要となる。新自由主義（自助）と共

同体主義（古い共助）という一見、相対立するものが、グローバル化の進む「ポスト成長」社

会においてはセーフティネットの張り替えをめぐって共振する。だからこそ、グローバル化に

おけるコミュニティの形成は、グローバル化とのせめぎ合いの中で、創発的なものを中核にす

えた「生きられる共同性」（多様な構成主体の相互行為を通して新たな変化を生み出すような

人々の関係性）を奪還/取り戻しを抜きにしてはあり得ないと結論づけているのである（p.362）。 
都市社会学や地域社会学の第１人者である吉原直樹氏は、都市理論のみならず東南アジアを

初めとするフィールドワークをベースとして多くの著作で影響を与え続けている。本書に収録

されたコミュニティに関する議論は、社会学の枠内に留まらず、哲学、歴史学、地理学など幅

広い専門知を「節合（articulate）」したところに成立しており、いわゆるコミュニティ・スタデ

ィーズの集大成として高く評価されるべきものだといえる。その意味で、本書は歴史的な生産

物であるコミュニティが新たに直面している「ゆらぎ」の内実や問題状況の解明のみならず、

新自由主義や共同体主義に回収されないコミュニティの存立基盤と構成要件に基づく新たなパ

ラダイムを問題提起しているといえる。とりわけ生活の共同から立ち上がるコミュニティにお

ける新しい関係性をとらえる枠組みを、「節合」や「創発性」といったキーワードで描き出して

いる部分は、同じく地域社会のフィールドワークに関わる評者からすると非常に説得力のある

ものであった。 
最後に、昨年度、日本は東日本大震災という悲しい出来事に襲われた。緊急救援から被災者

の生活再建へと課題が移行するにつれ、人々の支え合いに基づくコミュニティの再建が大きな

テーマとなっている。「絆」という言葉が至るところで注目されているのも、そうした現象を示

している。しかしこれまでの農村コミュニティで守り継がれてきた共同体主義や相互扶助の伝

統を回復させれば問題解決するということでもない複雑な問題が発生している。津波の被害を

受けた地域からの高台移転により、移転できる人とできない人、自宅が全壊した人、全壊しな

かった人、同じコミュニティ内でも復興格差が生じ、また古い共同体の伝統がむしろ新しいコ

ミュニティ形成を困難にしているという話も聞かれる。こうした伝統回帰的な共同体主義でも

自由主義的な自助努力でもない、まさに「生きられる共同性」を、被災地の復興過程ではどこ

に見出すことができるのか、東北大学で長年にわたり教鞭をとられてきた筆者に是非とも聞い

てみたいと思う。 
 これからコミュニティを学びたい人、グローバル化におけるコミュニティの動向を深く理論

的―実践的に学びたい人に、本書は多角的にコミュニティを分析する視座を提供してくれるこ

とは間違いないだろう。 
［本体価格￥2600 税別］ 

 
（にしやま しほ 立教大学） 
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